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研究要旨：本研究では、アカントアメーバ角膜炎の発症とカラーコンタクトレン

ズ（カラーCL）眼障害に焦点を絞り、その制御に向けて以下の４つの視点から解決

策、対応策を検討することとした。 

① アカントアメーバ角膜炎の定点調査：アカントアメーバ角膜炎患者が紹

介されることの多い全国の診療拠点をベースに、その発生状況を経年的に定点観測

する。 

②  カラーCL の基礎学的検討：インターネットや量販店で販売されてい

る多くのカラーCL は、海外製であり、その特徴などは明らかになっていない。特に

色素の人体へ与える影響、CL の酸素透過性、菌やアカントアメーバの付着性につい

ては検討する必要があり、カラーCL の製品学的特徴を基礎的に検討し、コンタクト

レンズ消毒液（洗浄液）による除菌効果を検討する。 

③ カラーCL 障害の定点調査：カラーCL 装用者における感染症をはじめと

する眼障害について、松山市内の眼科診療所を定点とし、その障害の特徴、発症の

背景を調査する。 

④  カラーCL 疫学調査：購入者背景、カラーCL の購入先、装用状況、ケ

ア状況について、愛媛県の高校、大学、専門学校において、アンケート調査を行い、

カラーCL 装用者の疫学調査を行う。また、教育機関への CL ケアに対する啓発活動

を行う。 

 

1 年目の本年は、カラーCL の実態調査・基礎学的検討を中心に行った。

A. 研究目的 

コンタクトレンズ（CL）は視力矯正器具

として、汎用されているが、高度医療機器

であり、使用方法を誤ると合併症を引き起

こし、眼部に障害を与える可能性がある。

我々はアカントアメーバにかかわるレンズ

ケアの重要性について検討した中において、

レンズケア用品の製品の抗アメーバ効力の



 
 

低下に加えて、コンタクトレンズのケアが

不十分なことが発症に寄与していることを

示した（全国サーベイランス・スタディグ

ループ、日眼、110:961-972,2006）。その調

査の中で、視力矯正目的でなく、美容目的

でカラーCL装用者が存在することが明らか

になった。特にカラーCL 装用者の中には、

CL を購入の際に、眼科医を介さずインター

ネットなどで購入するものが多く、レンズ

ケアの指導を受けないなどの、レンズケア

へ対する意識が低い可能性も考えられた。 

 カラーCL装用者は若年者を中心に増加

傾向にあるといわれているが、その実態に

ついては装用者人口、ケア状態などほとん

どが不明な状態である。カラーCL 装用によ

るアカントアメーバ角膜炎を含む眼障害を

制御するためには、確実な情報収集が不可

欠となる。本研究では、アカントアメーバ

角膜炎の発症とカラーCL眼障害に焦点を絞

り、解決策、対応策を検討することとした。 

 

B. 研究方法 

 1.アカントアメーバ角膜炎の定点調査 

全国の医療機関から人口、地域性など考慮

して、アカントアメーバ角膜炎患者が紹介

されることの多い基幹病院を調査定点とし

て選択し、アカントアメーバ角膜炎の発生

状況、臨床所見、レンズの種類やケア状況

に関する調査を行う。調査結果よりアカン

トアメーバ角膜炎発症の危険因子を検討す

る 

２． カラーCLの基礎学的検討 

医療機関で販売している視力矯正目的のカ

ラーCLにくわえて、インターネットや量販

店で販売されている海外製のカラーCLに対

して、走査型電子顕微鏡で表面構造を観察

し、レンズの眼瞼側と角膜側のオリエンテ

ーションを明確にしたうえで、印刷顔料の

局在を特定する。 

 印刷顔料を特定したのち、X線分散型成分

分析機器を用いて、印刷顔料の元素分析を

実施する。同時に、マッピング解析を実施

し、各元素の分布を把握する。 

３． カラーCL障害の定点調査 

松山市内の眼科診療所を調査定点とし、一

定期間（2か月）に診療したカラーCL装用に

伴う眼障害について、その臨床所見、発症

背景、カラーCL購入先、ケア状況、治療へ

の反応性について解析し、その発症数、発

症状況を確認する。 

４．カラーCL疫学調査 

愛媛県内の高校、大学、購入者背景、カラ

ーCLの購入先、装用状況、ケア状況につい

て、愛媛県の高校、大学、専門学校の協力

の元、若年者を対象に、アンケート調査を

行う。調査内容としては、カラーCLの購入

方法、カラーCLに対するケア状況、カラーC

L装用に至る経緯、カラーCLに関する情報入

手方法、カラーCL装用に伴う眼部自覚症状、

カラーCL装用による美容的効果について調

査をし、カラーCLの現状を確認する。 

 

C. 研究結果 

1.アカントアメーバ角膜炎の定点調査 

Ｈ２５年度は医療機関の選定のみで実行で

きず、Ｈ２６年度に調査を行う予定である。 



 
 

２．カラーCLの基礎学的検討 

入手した5種類のカラーCLのうち、印刷顔料

がレンズ内に存在していたのは2種であっ

た。そのうち１種は、眼瞼側から約20μmの

位置に顔料が存在した。他の1種は、角膜側

から1μm以内の部位に存在し、あたかも薄

い被膜状のレンズ素材で覆われた構造であ

った。残り3種のうち2種はレンズの角膜側

に、残り1種は眼瞼側に印刷顔料が沈着して、

生体と顔料が直接接触する状況であった。 

 顔料の主成分は、酸素・塩素・鉄・チタ

ンであり、部分的に複数の顔料が重ねて印

刷されているものがあった。不均一な印刷

状況のレンズも存在した。 

３． カラーCL障害の定点調査 

松山市１８医療機関の協力のもと、Ｈ２５

年７月１日～３１日の１か月間で参加医療

機関を受診したカラーＣＬ眼障害を調査し

たところ、４４症例のカラーＣＬ眼障害が

集積され、結膜充血、角膜上皮障害、角膜

浸潤が多いことが明らかになった。 

４．カラーCL疫学調査 

松山市内の高校、専門学校における疫学調

査を実施した結果、女子高校生18.2％、専

門学校生（女子）39.5％でカラーＣＬの装

用歴があり、インターネットでカラーＣＬ

を購入していることがもっとも多かった。 

 

D. 考察 

 カラーCLの中に生体と顔料が直接接触す

るものもあり、眼障害の原因となりうる可

能性も示唆された。また、カラーCLの実態

調査では若年女性の間において、カラーCL

の装用は広がっている一方、その入手経路

がインターネットなどであり、指導が徹底

されていない可能性も考えられる。また、

カラーＣＬ眼障害として結膜充血、角膜上

皮障害、角膜浸潤が多いことが明らかにな

ったが、これらの背景にレンズケアに対す

る教育が行き届いていないことも推測され

る。 

 

Ｅ．結論 

アカントアメーバ角膜炎の定点調査に多少

の遅れがあったが、カラーCL の実態調査に

よって、カラーCL の装用率やカラーCL 眼障

害の実態が明らかになり、有益な成果が得

られたものと考えられる。 
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